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１．目的 

本ガイドラインは、工事における週休２日の取組において労務費の補正等を行うために必要な

事項を定め、もって週休２日を促進することを目的とする。 

２．発注方式 

当面は、受注者希望方式（受注者が、工事着手までに、発注者に対して週休２日に取組む旨を

協議したうえで取り組む方式）とする。 

３．対象工事 

2019 年 1月以降に入札手続きを開始する全ての土木工事及び建築工事に適用する。ただし、以

下のいずれかに該当する工事は、対象外とすることができる。 

（１）現場施工が１週間未満の工事 

（２）通年維持工事や緊急対応工事等の工期があらかじめ決められている工事 

（３）社会的要請等により早期の工事完成が望まれる工事 

例①災害復旧工事 

例②供用時期が公表され、施工条件の制約が厳しい工事 

（４）工事発注後に施工時間や施工方法への新たな制約が予想される工事 

例①通学時間帯の中断など地域社会からの要望が予想される工事 

例②希少動植物の繁殖の確認によって対策が予想される工事 

（５）主たる工種が高速道路上の規制内で施工を行う工事 

（６）その他 週休２日を導入できない工事 

４．用語の定義 

（１）週休２日 

対象期間において、４週８休以上の現場閉所を行ったと認められる状態をいう。 

（２）対象期間 

工事着手から工事完成日までの期間をいう。なお、年末年始６日間、夏季休暇３日間、工場

製作のみを実施している期間、工事全体を一時中止している期間のほか、発注者があらかじめ

対象外としている内容に該当する期間（受注者の責によらず現場作業を余儀なくされる期間な

ど）は含まない。 

（３）現場閉所 

巡回パトロールや保守点検等、管理上必要な作業を行う場合を除き、現場事務所での事務作

業を含めて１日を通して現場や現場事務所が閉所された状態をいう。 

（４）４週８休以上 

対象期間内の現場閉所日数の割合（以下「現場閉所率」という。）が 28.5％（8日/28日）以

上の水準に達する状態をいう。なお、降雨、積雪等による予定外の現場閉所日についても、現

場閉所日数に含めるものとする。 
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５．補正方法等 

現場の閉所状況に応じ、次に掲げる経費にそれぞれ補正係数を乗じて契約変更を行うものとす

る。ただし、工事着手前に週休２日に係る協議が整わなかったものは、補正の対象としない。 

【土木工事の場合】 

経
費

現場の 

閉所状況 

４週８休以上 ４週７休以上 

４週８休未満 

４週６休以上 

４週７休未満 

現場閉所率 28.5%（8日/28 日）以上 25%（7 日/28 日）以上 

28.5%未満 

21.4%（6日/28 日）以上

25%未満 

労務費※1 1.05 1.03 1.01 

機械経費(賃料) 1.04 1.03 1.01 

共通仮設費率 1.04 1.03 1.01 

現場管理費率 1.05 1.04 1.02 

※1 労務費については、労務費分が明らかとなっていない市場単価等については、補正の対象と

しない。 

【建築工事(営繕)の場合】 

経
費

現場の 

閉所状況 

４週８休以上 ４週７休以上 

４週８休未満 

４週６休以上 

４週７休未満 

現場閉所率 28.5%（8日/28 日）以上 25%（7 日/28 日）以上 

28.5%未満 

21.4%（6日/28 日）以上

25%未満 

労務費 1.05 1.03 1.01 

※市場単価は、当初の基準補正単価の補正率に代えて、以下の表Ａ－１②、表Ｅ－１②及び表Ｍ

－１②の補正率及び以下の式により基準補正単価を算出する。 

物価資料の掲載価格（市場単価以外の材工単価）を採用する場合においても以下の表の補正率

及び以下の式により基準補正単価を算出する。 

なお、以下の表の補正率には、本来事業者が負担すべき法定福利費相当額を適切に反映するた

めの補正も含まれていることに留意する。 

【新営の市場単価等の場合】 

基準単価 × 新営補正率 ＝ 新営の基準補正単価 

【改修の市場単価等の場合】 

基準単価 × 改修補正率 ＝ 改修の基準補正単価 
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６．現場閉所の確認方法 

① 工事着手前 

・ 監督職員は、「現場閉所予定日」を記載した「現場閉所予定報告書（当初）」を受注者よ

り受領し、週休２日が確保されていることを確認する。 

・「対象期間」の設定として、工事着手及び必要に応じて工場製作のみを実施した期間など

の対象外とする期間を受注者と協議により決定する。 

② 工事着手後 

・監督職員は、工程計画の見直し等が生じた場合には、その都度「現場閉所予定報告書（変

更）」を受注者より受領し、現場閉所の状況を確認する。 

・ 監督職員は、受注者が作成する「現場閉所日」が記載された「工事週報・立会検査願」

により、定期的に対象期間内の現場閉所日数を確認する。 

・ 受注者は、監督職員による現場閉所の状況の確認のため「現場閉所予定報告書（実施）｣

を記載し、監督職員に提出する。 

③ その他留意事項 

・ 現場閉所の状況の確認に当たっては、新たな書類作成等により事務負担が増大しないよ

う留意し、既存の書類の活用に努める。 

・ 監督職員は、現場閉所の前日などに、現場閉所中の作業が発生するような指示等は行わ

ないように配慮する。 

・ 監督職員は、一つの工事現場において、設備工事、内装工事等の後工程の適正な施工期

間を考慮して、全体の工程に遅延が生じないように、各工事間の調整を適切に実施する。 

・ 工事一時中止を行う場合など対象外とする期間を変更する必要が生じた場合は、その都

度、監督職員は受注者と協議する。 

７．工事成績評定 

週休２日（４週８休以上）の現場閉所を行ったと認められた場合は、工事成績の加点評価を行

う。週休２日を実施できなかった場合の工事成績の減点は行わない。 

８．その他 

（１）受注者は、当該工事にあたりアンケート調査を行うものとし、調査の実施及び調査票につ

いては別途指示するものとする。 

（２）工事現場において、週休２日制工事である旨を明示（工事看板等）する。
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対象期間について（ガイドライン4(2)例示）
週休２日制工事における対象期間について以下に例を示す。
A（工事着手日）：工期の始期日または
　　　　　　　　設計図書において規定する始期日以降の実際の工事のための準備工事（現場事務所等の設置または測量をいう。）、
　　　　　　　　実施設計を含む工事における実施設計または工場製作を含む工事における工場製作工のいずれかに着手することをいう。
B：実作業着手日
C：後片付け着手日

現場閉所率について

例１）週休２日制工事における対象期間とは、工事着手日から工事完了届日までの期間

工期始 　A(工事着手日) 　B 　C 工事完了届日
日
日
≧ ∴ゆえに４週８休相当

例２）年末年始６日間、夏季休暇３日間は含まない

休
1

工期始 　A(工事着手日) 　B 　C 工事完了届日
日
日
≧ ∴ゆえに４週７休相当

例３）工場製作のみを実施している期間は含まない

1 1

工期始 　A(工事着手日) 　B 　C 工事完了届日
日
日
≧ ∴ゆえに４週８休相当

例４）工事全体を一時中止している期間は含まない

休
1

工期始 　A(工事着手日) 　B 　C 工事完了届日
日
日
≧ ∴ゆえに４週８休相当

例５）工事一部を一時中止している期間は、対象期間内から除かない

休 休
1 1

工期始 　A(工事着手日) 　B 　C 工事完了届日
日
日
≧ ∴ゆえに４週８休相当

例６）降雨、降雪等による予定外の現場閉所日についても、現場閉所日数に含める。

雨
作業休
1 1

工期始 　A(工事着手日) 　B 　C 工事完了届日
日
日
≧ ∴ゆえに４週８休相当

①対象期間内 37
②現場閉所数 11
③現場閉所率(②／①) 29.7% 28.5%

対象期間内

作業
5

作業 作業 休 作業
4 3 5 2 5 2 2 3 2 2

作業 休 作業 休 作業 休 作業 休
5 2

準備期間 実作業 後片付け
一部一時中止

休
5 2

準備期間 実作業 後片付け

作業 休 作業 休

①対象期間内
②現場閉所数
③現場閉所率(②／①)

37
11

29.7% 28.5%

準備期間

5 2 4 3
作業

実作業
作業 休 作業 休

４週６休相当
28.50% 25% 21.40%

対象期間内

４週８休相当 ４週７休相当

作業
2

後片付け
作業
2

作業
3

作業 休
5 2

休
2

休
5 2

作業

3 2 2
休 作業

5 2 4 3 5 2
作業 休 作業 休 作業 作業

3

対象期間内 対象期間内

対象期間内
準備期間 実作業 後片付け

25.0%

夏季休暇
休作業
3

①対象期間内 34
②現場閉所数 10
③現場閉所率(②／①) 29.4%

5 2 2

5 2 2 3 2
作業 休 作業

5 2 4 3 5
作業 休 作業 休 作業作業 休作業 休 作業 休

作業 休 作業 休

工場製作期間 現場作業

対象期間内
準備期間 実作業 後片付け

対象期間内

2

①対象期間内 24
②現場閉所数 7
③現場閉所率(②／①) 29.2% 28.5%

5 2

2
作業 休 作業

5 2 4 3 5
作業 休 作業 休 作業

休作業 休

全体一時中止
休
6

準備期間 実作業 後片付け

2

①対象期間内 31
②現場閉所数 10
③現場閉所率(②／①) 32.3% 28.5%

2 5 2 2 3

5 2
作業 休 作業

対象期間内

作業 休
5 2 2 3 2 2

作業
4 3 5 2 2

休 休 作業 作業作業
3

②現場閉所数 12
③現場閉所率(②／①) 32.4% 28.5%

①対象期間内 37
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